
省エネルギー基準と高断熱

～21世紀は良い暮らしと脱炭素の両立を～
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１．脱炭素と省エネルギー（政治・社会の状況）

２．住宅・建築の省エネルギー基準（行政の状況）

３．高断熱と良い暮らし（省エネ・環境技術の発展と現状）

４．WOOD.ALCの熱容量と温熱環境（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝなど）
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２．住宅・建築の省エネルギー基準
（省エネ行政の状況）

省エネ行政はどんどん厳しくなっていく。
国民はもう逃げられない。



建築物省エネ法によって省エネ基準は義務化へ
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都市・建築行政
(1919年～)

省エネ行政
(1979年～)

省エネ法
都市計画法など

用途地域
開発許可

建築物の敷地・設備・構造・
用途に関する最低基準

（都市計画上の規定、
耐震基準、防火基準、
衛生基準）

建築基準法

以下の分野での省エネの
推奨（違反は取締まらず）
①産業（工場）、②運輸（
交通機関）の省エネ、
③民生（建築・住宅の省
エネ基準）

消防法、水道法、下水道法
、ハートビル法など多数

建築物省エネ法（2015年）

建築基準関連規定
建築確認

建築行為が関連法
令に適合している
か、判定する（建築
主事などが）。違反
は取締まる。

移行

建築・住宅の省エネ基準の適用を「建築行政」の中で
遂行していく⇒省エネ基準の義務化が可能になる。



省エネ基準の適合に関わる規制強化
（建築物省エネ法の2019年の改正と2021年度からの施行）
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建物の規模 建築（非住宅） 住宅

大規模
(2000㎡以上）

適合義務
(2017年度から施行済み） • 現行の「届出」に加えて、所管

行政庁の指示・命令を強化。
• 民間審査機関の評価の場合
には、適合審査手続を簡素化。中規模

（300～2000㎡）
適合義務

(2021年度から施行）

小規模
（300㎡未満）

• 確認申請での規制はない（現在と同じ）。
• 建築主に適合責務。

•建築士に適合/不適合の説明義務（対建築主）。
大手の注文戸建住宅事業者に現行のトップランナー制度
※を適用する。

※住宅事業建築主の判断基準：150戸/年以上を供給する建売販売業者は、供給す
る住宅の平均値で省エネ基準（外皮＆1次エネ）を満たさなければならない。



300㎡未満の住宅・建築における説明義務
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説明義務の手続きの流れ

設
計

着
工

意思の表明

書面の受領等

【建築主】

省エネ基準への
適合性評価・説明

の意思確認

省エネ基準への
適合性評価・説明
（書面交付）※

【建築士】

書面を
保存

※建築主が省エネ性能に関す
る説明を希望しない旨の意思
を書面により表明した場合、
説明不要

省エネ行政において、どれくらいの効果があるのか、不明だ。



首相宣言を受けた省エネ対策の方向
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① 省エネ基準の適合義務化（宿題の実施）

② 上位基準や制度の引き上げ

・誘導基準やトップランナー基準などの引き上げ

・住宅性能表示制度における断熱性能・エネルギー消費

性能の上位等級の設定

③ 上記の②の促進

三省合同の「脱炭素社会に向けた住宅・建築物の省
エネ対策等のあり方検討会」の発表 2021.6.3



省エネ基準の趣旨＝「外皮＋設備」の省エネ対策

②外皮の省エネ対策
（断熱・日射遮蔽）

設備の省エネ対策
（高効率設備、適正使用）

総合的な省
エネ性能

生活／使い方

①１次エネルギー消費量の計算

自然エネルギー

Uw=0.78W/㎡K

１次エネ＝電気も含めて、必要な化石燃料のエネルギー。
原子力発電も火力発電とみなす。
CO2排出とは換算方法が異なる。 15



BEI=ET/EST≦１

暖冷房エネルギー消費量 EsAC

換気エネルギー消費量 EsV

照明エネルギー消費量 EsL

給湯エネルギー消費量 EsHW

家電等エネルギー消費量※１ EsETC

②設計仕様 （省エネ手法を加味）

①共通条件（地域区分、床面積等）

EAC

EV

EL

EHW

＋

＋

設
備
効
率
の
向
上

③
基
準
仕
様

•外皮の断熱化
•日射の遮蔽・取得
•通風利用
•躯体蓄熱
•熱交換換気の採用

•調光
•照明制御

•節湯型器具の採用
•浴槽の断熱化
•太陽熱温水器の設置

暖冷房エネルギー消費量

換気エネルギー消費量

照明エネルギー消費量

給湯エネルギー消費量

太陽光発電による再生可能
エネルギー導入量等※２ES

－
•太陽光発電設備等の設置
※２ 自家消費分のみ算入

＜負荷の削減＞＜効率化＞

＜エネルギーの創出＞

ET
設計一次エネルギー消費量基準一次エネルギー消費量 EsT

１次エネルギー消費量の計算とＢＥＩ評価
（ここは住宅の例だが、建築も類似）
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＋

＋

＋

＋

＋
家電等エネルギー消費※1

＋
※１ 家電等は、省エネ手法を考慮しない。EETC

実際のエネ消費量計算は建研のwebsiteで行う（ZEHの評価にも活用）



省エネ性能の評価方法における４方法
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外皮の断熱
化が基本



外皮の断熱性指標（UA値）の概念
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・UA値は熱貫流率と面積から予め計算できる。
・よって、建物の断熱性は設計時に予測でき、
基準適合の可否は予め判定できる。

多(n)層壁体の熱貫流率 U＝１／R
ここで、R＝ｒ１＋ｒ２＋・・・ｒｎ
ｒi=di／λi

λi＝i層の建材の熱伝導率[W/(m2K]
di＝ i層の建材の材厚[m]



建築用断熱材（多種多様）の種類と特徴

注１）真空断熱材やエアロジェル断熱材などのハイテク断熱もある。
注２）断熱材の施工は、内部結露と熱橋の防止に配慮した仕様で行う。 19

熱伝導率[W/(m･K）] 透湿性 主な施工方法

グラスウール 0.032～0.050
ロックウール 0.038～0.051

セルロースファイバー 0.04 吹き込み工法
インシュレーションボード 0.045～0.052 板状にして張り付け
エコ断熱材（羊毛・炭化コル
ク・麻・ペットボトル繊維）

0.05以下
袋詰して挿入或い
は敷きこむ

ビーズ法ポリスチレンフォーム 0.034～0.043 やや高い

押出法ポリスレンフォーム 0.028～0.040

硬質ウレタンフォーム
0.023～0.026

板状貼り付け或い
は吹き付け工法

低密度ウレタン 0.04程度 高い 吹き付け工法
ポリエチレンフォーム 0.038～0.042
フェノールフォーム 0.030～0.036
高性能フェノールフォーム 0.02

有機繊維系

建築用
断熱材

低い 板状にして張り付け

発泡プラス
チック系

高い

高い

低い

袋詰して挿入或い
は敷きこむ

板状にして張り付け

無機繊維系

ファイバーマット 0.04 マットを挿入


